
(57)【要約】

【課題】分割された２つの電気接続箱の分断回路を容易

に接続する。

【解決手段】第１分割箱１１と第２分割箱２０は対向面

に設けたロック部２３と被ロック部１２をスライド接合

可能とし、かつ、第１分割箱１１と第２分割箱２０の対

向面に雌コネクタ嵌合部２４、２５と雄コネクタ嵌合部

１５、１６とを突設し、雌雄コネクタ嵌合部１６、２４

に夫々ワイヤハーネスＷ／Ｈ１、Ｗ／Ｗ２の一部電線Ｗ

１、Ｗ３の端末の端子を収容係止し、第１分割箱１１と

第２分割箱２０のスライド接合時に雌雄コネクタ嵌合部

１６、２４を嵌合させると共に電線Ｗ１、Ｗ３同士が接

続されてスルー回路を形成し、さらに、第１分割箱１１

は第１バスバー１９の雌タブ１９ｂをスライド接合面よ

り突出させる一方、第２分割箱２０は第２バスバー３４

の一端の雄タブ３４ｂを接合面に突出し、上記スライド

結合時に雌タブ１９ｂと雄タブ３４ｂとが圧接接続され

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 気 接 続 箱 を ２ つ に 分 割 し て 第 １ 分 割 箱 と 第 ２ 分 割 箱 と に 分 け て 、 そ れ ぞ れ 別 々 の ワ イ ヤ
ハ ー ネ ス に 電 気 接 続 し て お り 、
上 記 第 １ 分 割 箱 と 上 記 第 ２ 分 割 箱 は 対 向 面 に ス ラ イ ド 接 合 さ せ 、 該 ス ラ イ ド 接 合 面 に 設 け
ら れ た ロ ッ ク 部 と 被 ロ ッ ク 部 と を ロ ッ ク 結 合 し て 固 定 可 能 と し 、
か つ 、 上 記 第 １ 分 割 箱 と 上 記 第 ２ 分 割 箱 の 対 向 面 に 雌 コ ネ ク タ 嵌 合 部 と 雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部
と を 突 設 し 、 こ れ ら 雌 雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部 に そ れ ぞ れ 上 記 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 一 部 電 線 の 端 末
に 接 続 さ れ た 端 子 を 収 容 係 止 し 、 上 記 第 １ 分 割 箱 と 第 ２ 分 割 箱 を ス ラ イ ド 接 合 時 に 上 記 雌
雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部 を 嵌 合 さ せ る と 共 に 電 線 同 士 が 接 続 さ れ て ス ル ー 回 路 を 形 成 し 、
さ ら に 、 上 記 第 １ 分 割 箱 よ り 内 部 回 路 の 第 １ バ ス バ ー の 一 部 を 第 ２ 分 割 箱 と の ス ラ イ ド 接
合 面 よ り 突 出 さ せ 、 該 突 出 部 に 雌 タ ブ を 設 け る 一 方 、 上 記 第 ２ 分 割 箱 に は 内 部 回 路 の 第 ２
バ ス バ ー の 一 端 に 設 け た 雄 タ ブ を 突 出 し 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 分 割 箱 の ス ラ イ ド 結 合 時 に 上 記
第 １ バ ス バ ー の 雌 タ ブ と 第 ２ バ ス バ ー の 雄 タ ブ と が 圧 接 接 続 さ れ る 構 成 と し て い る こ と を
特 徴 と す る 電 気 接 続 箱 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 第 １ 分 割 箱 の 上 記 第 １ バ ス バ ー は 、 該 第 １ 分 割 箱 に 搭 載 す る リ レ ー の 出 力 端 子 と 接 続
さ れ る 一 方 、 上 記 第 ２ 分 割 箱 の 上 記 第 ２ バ ス バ ー は 該 第 ２ 分 割 箱 の 搭 載 す る リ レ ー の 入 力
端 子 と 接 続 さ れ 、 第 １ 、 第 ２ 分 割 箱 の ス ラ イ ド 固 定 時 に 第 １ 分 割 箱 の リ レ ー と 第 ２ 分 割 箱
の リ レ ー と が 接 続 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 接 続 箱 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 第 １ 分 割 箱 あ る い は 上 記 第 ２ 分 割 箱 の い ず れ か 一 方 に 車 体 へ の 固 定 用 の ブ ラ ケ ッ ト を
設 け て い る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 気 接 続 箱 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 電 気 接 続 箱 は エ ン ジ ン ル ー ム に 搭 載 さ れ 、 該 エ ン ジ ン ル ー ム に 配 策 さ れ る ワ イ ヤ ハ ー
ネ ス を エ ン ジ ン ル ー ム メ イ ン ハ ー ネ ス と エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス と に 二 分 割 し て お り 、 上
記 第 １ 分 割 箱 あ る い は 第 ２ 分 割 箱 の い ず れ か 一 方 に 上 記 エ ン ジ ン ル ー ム メ イ ン ハ ー ネ ス を
接 続 す る と 共 に 、 い ず れ か 他 方 に 上 記 エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス を 接 続 し て い る 請 求 項 １ 乃
至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 気 接 続 箱 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 気 接 続 箱 に 関 し 、 詳 し く は 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 分 割 に 伴 な っ て 分 割 さ れ た 電
気 接 続 箱 を 後 結 合 で 一 体 化 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 特 開 平 ８ － １ ８ ５ ９ ２ １ 号 公 報 等 に 開 示 さ れ て い る よ う な 電 気
接 続 箱 １ が 提 供 さ れ て お り 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス Ｗ ／ Ｈ の 端 末 に 接 続 さ れ た ア ン ダ ー ケ ー ス ４
を ヒ ュ ー ズ 収 容 部 ６ や リ レ ー 収 容 部 ７ が 設 け ら れ た メ イ ン ケ ー ス ３ に 取 り 付 け て 、 ア ッ パ
ー カ バ ー ２ と ロ ア カ バ ー ５ と で 上 下 か ら 閉 鎖 し て い る 。
一 方 、 自 動 車 の エ ン ジ ン ル ー ム に 配 策 さ れ る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス （ エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス ）
は 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ４ ０ ６ ５ ３ 号 公 報 等 に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 エ ン ジ ン ル ー ム 内 の
電 気 分 配 シ ス テ ム の 効 率 化 等 を 目 的 と し て 、 従 来 は １ つ で あ っ た エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス
を ２ つ に 分 割 し 、 エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス の 小 径 化 、 共 用 化 、 電 線 の 取 り 回 し の 簡 素 化 な
ど を 図 る 場 合 が 生 じ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ ― １ ８ ５ ９ ２ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
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特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ４ ０ ６ ５ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス 製 造 時 に 電 気 接 続 箱 も 接 続 し た 状 態 で 納 入 を 行 う
た め に 、 ２ 本 の エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス を 個 々 に 製 造 す る こ と に 伴 な っ て 、 該 エ ン ジ ン ル
ー ム ハ ー ネ ス に 接 続 さ れ て い た 電 気 接 続 箱 も ２ つ に 分 割 さ れ る こ と を 強 い ら れ る 。 よ っ て
、 従 来 の 電 気 接 続 箱 が １ つ の 際 に は 成 立 し て い た 回 路 が 、 電 気 接 続 箱 の 分 割 に よ り 分 断 さ
れ て し ま い 、 回 路 が 成 立 し な く な る 問 題 が あ っ た 。
ま た 、 上 記 分 断 さ れ た 回 路 を 電 線 に よ り 個 々 に 接 続 す る こ と も 考 え ら れ る が 、 該 電 線 の 両
端 の 端 子 を 上 記 分 割 さ れ た 回 路 の 分 割 端 の 間 に １ つ ず つ 接 続 す る 作 業 を 行 わ ね ば な ら な い
た め 、 作 業 効 率 が 悪 い 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 分 割 に 伴 な っ て 分 割 さ れ
た 電 気 接 続 箱 の 分 断 回 路 を 容 易 に 接 続 で き る よ う に す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 電 気 接 続 箱 を ２ つ に 分 割 し て 第 １ 分 割 箱 と 第 ２ 分 割
箱 と に 分 け て 、 そ れ ぞ れ 別 々 の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス に 電 気 接 続 し て お り 、 上 記 第 １ 分 割 箱 と 上
記 第 ２ 分 割 箱 は 対 向 面 に ス ラ イ ド 接 合 さ せ 、 該 ス ラ イ ド 接 合 面 に 設 け ら れ た ロ ッ ク 部 と 被
ロ ッ ク 部 と を ロ ッ ク 結 合 し て 固 定 可 能 と し 、
か つ 、 上 記 第 １ 分 割 箱 と 上 記 第 ２ 分 割 箱 の 対 向 面 に 雌 コ ネ ク タ 嵌 合 部 と 雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部
と を 突 設 し 、 こ れ ら 雌 雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部 に そ れ ぞ れ 上 記 ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 一 部 電 線 の 端 末
に 接 続 さ れ た 端 子 を 収 容 係 止 し 、 上 記 第 １ 分 割 箱 と 第 ２ 分 割 箱 を ス ラ イ ド 接 合 時 に 上 記 雌
雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部 を 嵌 合 さ せ る と 共 に 電 線 同 士 が 接 続 さ れ て ス ル ー 回 路 を 形 成 し 、
さ ら に 、 上 記 第 １ 分 割 箱 よ り 内 部 回 路 の 第 １ バ ス バ ー の 一 部 を 第 ２ 分 割 箱 と の ス ラ イ ド 接
合 面 よ り 突 出 さ せ 、 該 突 出 部 に 雌 タ ブ を 設 け る 一 方 、 上 記 第 ２ 分 割 箱 に は 内 部 回 路 の 第 ２
バ ス バ ー の 一 端 に 設 け た 雄 タ ブ を 突 出 し 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 分 割 箱 の ス ラ イ ド 結 合 時 に 上 記
第 １ バ ス バ ー の 雌 タ ブ と 第 ２ バ ス バ ー の 雄 タ ブ と が 圧 接 接 続 さ れ る 構 成 と し て い る こ と を
特 徴 と す る 電 気 接 続 箱 を 提 供 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 構 成 と す る と 、 そ れ ぞ れ 別 々 の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス に 接 続 さ れ た 上 記 第 １ 分 割 箱 と 第 ２ 分
割 箱 と は 、 互 い に ス ラ イ ド さ せ る だ け で 上 記 第 １ 分 割 箱 と 上 記 第 ２ 分 割 箱 の ロ ッ ク 部 お よ
び 被 ロ ッ ク 部 が ロ ッ ク 結 合 さ れ 、 第 １ 分 割 箱 と 第 ２ 分 割 箱 と を 容 易 に 結 合 し て 電 気 接 続 箱
を 構 成 す る こ と が で き る 。
こ こ で 、 上 記 第 １ 分 割 箱 あ る い は 上 記 第 ２ 分 割 箱 の い ず れ か 一 方 に 車 体 へ の 固 定 用 の ブ ラ
ケ ッ ト を 設 け て い る と 、 車 体 に 固 定 さ れ た 第 １ 分 割 箱 （ 第 ２ 分 割 箱 ） に 第 ２ 分 割 箱 （ 第 １
分 割 箱 ） を ロ ッ ク 固 定 す る こ と で 、 第 ２ 分 割 箱 （ 第 １ 分 割 箱 ） も 第 １ 分 割 箱 （ 第 ２ 分 割 箱
） を 介 し て 車 体 へ 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 上 記 ス ラ イ ド ロ ッ ク 作 業 を 行 う と 同 時 に 、 上 記 第 １ 分 割 箱 と 上 記 第 ２ 分 割 箱 の 雌 コ
ネ ク タ 嵌 合 部 と 雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部 と の 嵌 合 接 続 も 自 動 的 に 行 わ れ る の で 、 第 １ 分 割 箱 へ 接
続 さ れ た 電 線 と 第 ２ 分 割 箱 へ 接 続 さ れ た 電 線 と が 電 気 接 続 さ れ 、 第 １ 分 割 箱 と 第 ２ 分 割 箱
と を 跨 い だ ス ル ー 回 路 を 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。
さ ら に は 、 上 記 第 １ 分 割 箱 と 第 ２ 分 割 箱 の ス ラ イ ド 結 合 時 に 、 第 １ 分 割 箱 の 内 部 回 路 の 第
１ バ ス バ ー の 雌 タ ブ と 第 ２ 分 割 箱 の 内 部 回 路 の 第 ２ バ ス バ ー の 雄 タ ブ と も 自 動 的 に 嵌 合 接
続 さ れ る の で 、 第 １ 分 割 箱 と 第 ２ 分 割 箱 の 内 部 回 路 同 士 の 電 気 接 続 も 非 常 に 容 易 に 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 内 部 回 路 同 士 の 接 続 の 具 体 例 と し て は 、 上 記 第 １ 分 割 箱 の 上 記 第 １ バ ス バ ー は 、 該 第
１ 分 割 箱 に 搭 載 す る リ レ ー の 出 力 端 子 と 接 続 さ れ る 一 方 、 上 記 第 ２ 分 割 箱 の 上 記 第 ２ バ ス
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バ ー は 該 第 ２ 分 割 箱 の 搭 載 す る リ レ ー の 入 力 端 子 と 接 続 さ れ 、 第 １ 、 第 ２ 分 割 箱 の ス ラ イ
ド 固 定 時 に 第 １ 分 割 箱 の リ レ ー と 第 ２ 分 割 箱 の リ レ ー と が 接 続 さ れ る 構 成 と す る と 好 適 で
あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 上 記 分 割 さ れ た 電 気 接 続 箱 は エ ン ジ ン ル ー ム に 搭 載 さ れ 、 該 エ ン ジ ン ル ー ム に 配 策
さ れ る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を エ ン ジ ン ル ー ム メ イ ン ハ ー ネ ス と エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス と に 二
分 割 し て お り 、 上 記 第 １ 分 割 箱 あ る い は 第 ２ 分 割 箱 の い ず れ か 一 方 に 上 記 エ ン ジ ン ル ー ム
メ イ ン ハ ー ネ ス を 接 続 す る と 共 に 、 い ず れ か 他 方 に 上 記 エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス を 接 続 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
即 ち 、 エ ン ジ ン ル ー ム に 配 策 さ れ る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス を エ ン ジ ン ル ー ム メ イ ン ハ ー ネ ス と エ
ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス に 分 割 し 、 夫 々 の ハ ー ネ ス に 上 記 第 １ 分 割 箱 と 第 ２ 分 割 箱 を 接 続 す
る 構 成 と す る こ と で 、 エ ン ジ ン ル ー ム 内 に お け る ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 配 策 の 効 率 化 が 為 さ れ 夫
々 の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス の 小 径 化 、 共 用 化 、 取 り 回 し の 簡 素 化 等 が 図 ら れ る と 共 に 、 第 １ 分 割
箱 と 第 ２ 分 割 箱 と で 分 断 さ れ た 回 路 も 作 業 性 を 良 好 に 維 持 し な が ら 回 路 接 続 を 図 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 実 施 形 態 の 電 気 接 続 箱 １ ０ を 示 し 、 エ ン ジ ン ル ー ム メ イ ン ハ ー ネ ス Ｗ ／ Ｈ １ と 接 続
さ れ る 第 １ 分 割 箱 １ １ と 、 エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス Ｗ ／ Ｈ ２ と 接 続 さ れ る 第 ２ 分 割 箱 ２ ０
と に 二 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
第 １ 分 割 箱 １ １ は 、 上 面 視 略 Ｌ 形 状 で 、 本 体 部 １ １ ａ と 板 状 の 突 出 壁 部 １ １ ｂ と を 備 え 、
本 体 部 １ １ ａ の 側 面 お よ び 突 出 壁 部 １ １ ｂ の 下 端 よ り 連 続 し て 車 体 固 定 用 の ブ ラ ケ ッ ト 部
１ １ ｃ 、 １ １ ｄ を 突 出 し て い る 。
本 体 部 １ １ ａ に は 、 リ レ ー 収 容 部 １ ７ や ヒ ュ ー ズ 収 容 部 １ ８ を 設 け て い る 一 方 、 突 出 壁 部
１ １ ｂ に は 、 第 ２ 分 割 箱 ２ ０ と の 対 向 面 に ２ つ の 被 ロ ッ ク 部 １ ２ を 設 け て い る と 共 に 、 雄
コ ネ ク タ 嵌 合 部 １ ５ 、 １ ６ を 嵌 合 面 を 上 向 き に し て 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
被 ロ ッ ク 部 １ ２ は 、 突 出 壁 部 １ １ に 穿 設 さ れ た 被 ロ ッ ク 穴 １ ３ の 両 サ イ ド に ス ラ イ ド 溝 １
４ を 上 下 方 向 に 凹 設 し て い る 。
エ ン ジ ン ル ー ム メ イ ン ハ ー ネ ス Ｗ ／ Ｈ １ を 構 成 す る 電 線 の う ち 、 １ 本 の 電 線 Ｗ １ は 、 そ の
端 末 に 接 続 さ れ た 端 子 （ 図 示 せ ず ） を 一 方 の 雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部 １ ６ の ハ ウ ジ ン グ 内 に 突 出
さ せ て い る と 共 に 、 他 の 電 線 Ｗ ２ は 、 そ の 端 末 に 接 続 さ れ た 端 子 （ 図 示 せ ず ） を 本 体 部 １
１ ａ 下 方 よ り リ レ ー 収 容 部 １ ７ や ヒ ュ ー ズ 収 容 部 １ ８ 内 に 突 出 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 第 １ 分 割 箱 １ １ 内 に は 回 路 形 成 の た め 第 １ バ ス バ ー が 収 容 さ れ て お り 、 図 ２ （ Ａ ）
（ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ バ ス バ ー １ ９ は 、 中 央 部 １ ９ ｃ を 垂 直 と し て 突 出 壁 部 １ １ ｂ に
沿 わ せ て 配 策 し 、 屈 曲 さ れ た 一 端 の 圧 接 ス ロ ッ ト １ ９ ｂ － １ を 有 す る 雌 タ ブ １ ９ ｂ を 雄 コ
ネ ク タ 嵌 合 部 １ ５ 内 へ 下 方 よ り 突 出 さ せ て い る と 共 に 、 屈 曲 さ れ た 他 端 の 圧 接 ス ロ ッ ト １
９ ａ － １ を 有 す る 雌 タ ブ １ ９ ａ を リ レ ー 収 容 部 １ ７ の 接 点 側 入 力 部 １ ７ ａ へ と 突 出 さ せ て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 ２ 分 割 箱 ２ ０ は 、 リ レ ー 収 容 部 ２ ６ 、 ２ ８ や ヒ ュ ー ズ 収 容 部 ２ ７ を 設 け て い る 一 方 、 第
１ 分 割 箱 １ １ の 突 出 壁 部 １ １ ｂ と の 対 向 面 に は 、 ２ つ の ロ ッ ク 部 ２ ３ を 設 け て い る と 共 に
、 雌 コ ネ ク タ 嵌 合 部 ２ ４ 、 ２ ５ を 嵌 合 面 を 下 向 き に し て 設 け て い る 。 ま た 、 側 面 の 所 要 位
置 に は 、 電 線 ガ イ ド 部 ２ ９ を 突 設 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ロ ッ ク 部 ２ ３ は 、 図 １ お よ び 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ 分 割 箱 ２ ０ の 側 面 と 下 端 部 分 の み を
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連 続 さ せ て 可 撓 性 を 持 た せ て 中 央 に ロ ッ ク 爪 ２ ２ ａ を 突 設 し て い る ロ ッ ク 片 ２ ２ を 設 け 、
該 ロ ッ ク 片 ２ ２ の 両 サ イ ド に ス ラ イ ド 枠 ２ １ を 上 下 方 向 に 突 設 し て い る 。
エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス Ｗ ／ Ｈ ２ を 構 成 す る 電 線 の う ち 、 １ 本 の 電 線 Ｗ ３ は 、 そ の 端 末 に
接 続 さ れ た 端 子 （ 図 示 せ ず ） を 雌 コ ネ ク タ 嵌 合 部 ２ ４ の ハ ウ ジ ン グ 内 に 上 方 よ り 挿 入 し て
い る と 共 に 、 他 の 電 線 Ｗ ４ は 、 そ の 端 末 に 接 続 さ れ た 端 子 （ 図 示 せ ず ） を 下 方 よ り リ レ ー
収 容 部 ２ ６ 、 ２ ８ や ヒ ュ ー ズ 収 容 部 ２ ７ 内 に 突 出 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ の 際 、 電 線 Ｗ ３ は 雌 コ ネ ク タ 嵌 合 部 ２ ４ へ と 上 方 よ り 挿 入 す る た め 、 電 線 Ｗ ３ の 中 間 部
分 が 邪 魔 に な ら な い よ う に 、 電 線 ガ イ ド 部 ２ ９ に 挿 通 し て 保 持 さ せ て い る 。
電 線 ガ イ ド 部 ２ ９ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 ２ 分 割 箱 ２ ０ の 側 面 の 凹 溝 に 一 対 の 閉 鎖 壁 ３
０ 、 ３ １ を 設 け て ガ イ ド 空 間 ３ ２ を 形 成 し て お り 、 一 対 の 閉 鎖 壁 ３ ０ 、 ３ １ の 間 に は 狭 幅
の 隙 間 Ｓ が 開 け ら れ て い る と 共 に 、 閉 鎖 壁 ３ ０ 、 ３ １ の 上 下 に は 、 該 隙 間 Ｓ が 広 が る 方 向
に テ ー パ ー 部 ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ 、 ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ を 設 け て い る 。 ま た 、 ガ イ ド 空 間 ３ ２ の 対
向 す る 内 面 に は 、 上 下 方 向 に 突 出 し た 一 対 の リ ブ ３ ３ を 設 け て い る 。
電 線 ガ イ ド 部 ２ ９ に 収 容 さ れ た 電 線 Ｗ ３ を 隙 間 Ｓ を 通 し て 外 部 に 取 り 出 す 際 に は 、 閉 鎖 壁
３ ０ 、 ３ １ に 電 線 Ｗ ３ を 隙 間 Ｓ へ と 拾 い 込 む テ ー パ ー 部 ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ 、 ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ
を 設 け て い る の で 取 り 出 し 易 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 ２ 分 割 箱 ２ ０ 内 に は 回 路 形 成 の た め 第 ２ バ ス バ ー ３ ４ が 収 容 さ れ て お り 、 図 ２ （ Ａ ） （
Ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ バ ス バ ー ３ ４ は 、 屈 曲 さ れ た 一 端 の 雄 タ ブ ３ ４ ｂ を 雌 コ ネ ク タ 嵌
合 部 ２ ５ 内 へ 突 出 さ せ て い る と 共 に 、 屈 曲 さ れ た 他 端 の 圧 接 ス ロ ッ ト ３ ４ ａ － １ を 有 す る
雌 タ ブ ３ ４ ａ を リ レ ー 収 容 部 ２ ６ の 接 点 側 出 力 部 ２ ６ ｂ へ と 突 出 さ せ て い る 。 リ レ ー 収 容
部 ２ ６ の 接 点 側 入 力 部 へ は 別 の バ ス バ ー ３ ５ の 雌 タ ブ （ 図 示 せ ず ） が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 の よ う に 、 第 １ 分 割 箱 １ １ が 接 続 さ れ た 状 態 で エ ン ジ ン ル ー ム メ イ ン ハ ー ネ ス Ｗ ／ Ｈ
１ を 製 造 す る と 共 に 、 そ れ と は 別 に 、 第 ２ 分 割 箱 ２ ０ が 接 続 さ れ た 状 態 の エ ン ジ ン ル ー ム
ハ ー ネ ス Ｗ ／ Ｈ ２ を 製 造 す る 。
そ し て 、 こ れ ら エ ン ジ ン ル ー ム メ イ ン ハ ー ネ ス Ｗ ／ Ｈ １ と エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス Ｗ ／ Ｈ
２ と を 自 動 車 の 組 立 ラ イ ン で エ ン ジ ン ル ー ム に そ れ ぞ れ 配 策 し 、 第 １ 分 割 箱 １ １ の ブ ラ ケ
ッ ト 部 １ １ ｃ 、 １ １ ｄ を 車 体 に ボ ル ト 締 め 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 １ 分 割 箱 １ １ に 対 し て 第 ２ 分 割 箱 ２ ０ を 上 方 か ら 下 方 へ 移 動 さ せ 、 ス ラ イ ド 枠 ２ １ を ス
ラ イ ド 溝 １ ４ に 嵌 合 し て ス ラ イ ド す る こ と に よ り 、 ロ ッ ク 片 ２ ２ の ロ ッ ク 爪 ２ ２ ａ が 被 ロ
ッ ク 穴 １ ３ に ロ ッ ク 固 定 さ れ 、 第 ２ 分 割 箱 ２ ０ を 第 １ 分 割 箱 １ １ へ 容 易 に 結 合 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ま た 、 上 記 ス ラ イ ド ロ ッ ク 作 業 に よ り 、 雌 コ ネ ク タ 嵌 合 部 ２ ４ 、 ２ ５ と 雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部
１ ５ 、 １ ６ と の 嵌 合 接 続 も 自 動 的 に 行 わ れ る 。
こ の 際 、 図 ２ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 雌 コ ネ ク タ 嵌 合 部 ２ ５ お よ び 雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部
１ ５ を 介 し て 第 １ バ ス バ ー １ ９ の 雌 タ ブ １ ９ ｂ と 第 ２ バ ス バ ー ３ ４ の 雄 タ ブ ３ ４ ｂ と の 雌
雄 嵌 合 が 為 さ れ 、 第 １ 分 割 箱 １ １ の 内 部 回 路 と 第 ２ 分 割 箱 の 内 部 回 路 と の 電 気 接 続 が 行 わ
れ る 。
ま た 同 時 に 、 雌 コ ネ ク タ 嵌 合 部 ２ ４ お よ び 雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部 １ ６ を 介 し て 電 線 Ｗ １ と 電 線
Ｗ ３ と の 電 気 接 続 が 図 ら れ 、 第 １ 分 割 箱 １ １ と 第 ２ 分 割 箱 ２ ０ と を 跨 い だ ス ル ー 回 路 が 形
成 さ れ る 。
上 記 の よ う に し て 、 第 １ 分 割 箱 １ １ と 第 ２ 分 割 箱 ２ ０ と を ロ ッ ク 結 合 す る だ け で 電 気 接 続
箱 １ ０ を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 よ り 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 別 々 の ワ イ ヤ ハ ー ネ ス に 接 続 さ れ た 上
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記 第 １ 分 割 箱 と 第 ２ 分 割 箱 は 、 互 い に ス ラ イ ド さ せ て ロ ッ ク す る だ け で 容 易 に 結 合 さ れ て
電 気 接 続 箱 を 構 成 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 該 ス ラ イ ド ロ ッ ク 作 業 と 同 時 に 、 上 記 雌 コ
ネ ク タ 嵌 合 部 と 上 記 雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部 と の 嵌 合 接 続 も 自 動 的 に 行 わ れ て 、 第 １ 分 割 箱 の 内
部 回 路 と 第 ２ 分 割 箱 の 内 部 回 路 と の 電 気 接 続 を 非 常 に 容 易 に 行 う こ と が で き る と 共 に 、 第
１ 分 割 箱 と 第 ２ 分 割 箱 と を 跨 い だ ス ル ー 回 路 も 形 成 す る こ と が で き る 。
さ ら に 、 上 記 第 １ 分 割 箱 （ 第 ２ 分 割 箱 ） に ブ ラ ケ ッ ト を 設 け て 車 体 に 固 定 し て い る の で 、
第 ２ 分 割 箱 （ 第 １ 分 割 箱 ） は 第 １ 分 割 箱 （ 第 ２ 分 割 箱 ） を 介 し て 車 体 へ 固 定 す る こ と が で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 電 気 接 続 箱 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 回 路 の 接 続 形 態 を 示 す 概 略 斜 視 図 、 （ Ｂ ） は 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 分 割 箱 と 第 ２ 分 割 箱 と の ス ラ イ ド ロ ッ ク を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 電 線 ガ イ ド 部 を 示 す 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 電 気 接 続 箱 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 　 　 電 気 接 続 箱
１ １ 　 　 　 　 第 １ 分 割 箱
１ ２ 　 　 　 　 被 ロ ッ ク 部
１ ３ 　 　 　 　 被 ロ ッ ク 穴
１ ４ 　 　 　 　 ス ラ イ ド 溝
１ ５ 、 １ ６ 　 雄 コ ネ ク タ 嵌 合 部
１ ７ 、 ２ ６ 　 リ レ ー 収 容 部
１ ８ 、 ２ ７ 　 ヒ ュ ー ズ 収 容 部
１ ９ 　 　 　 　 第 １ バ ス バ ー
１ ９ ｂ 　 　 　 雌 タ ブ
２ ０ 　 　 　 　 第 ２ 分 割 箱
２ １ 　 　 　 　 ス ラ イ ド 枠
２ ２ 　 　 　 　 ロ ッ ク 片
２ ２ ａ 　 　 　 ロ ッ ク 爪
２ ３ 　 　 　 　 ロ ッ ク 部
２ ４ 、 ２ ５ 　 雌 コ ネ ク タ 嵌 合 部
２ ９ 　 　 　 　 電 線 ガ イ ド 部
３ ４ 　 　 　 　 第 ２ バ ス バ ー
３ ４ ｂ 　 　 　 雄 タ ブ
Ｗ １ 、 Ｗ ２ 、 Ｗ ３ 、 Ｗ ４ 　 電 線
Ｗ ／ Ｈ １ 　 　 エ ン ジ ン ル ー ム メ イ ン ハ ー ネ ス
Ｗ ／ Ｈ ２ 　 　 エ ン ジ ン ル ー ム ハ ー ネ ス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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